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グループホームちいさな手若葉の丘横浜こうなん

自己評価及び外部評価結果

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

横浜市港南区野庭町672-3

事業所はJR根岸線「港南台」駅からバスで12分の「すずかけ通り」バス停下車徒歩
1分の公園を正面にした南道路の陽当たりのよい木造3階建て3ユニットの建物で
す。周囲には横浜市営の家庭菜園や、すずかけ公園、住宅や野庭団地があり、静か
な住環境となっています。
＜優れている点＞
法人理念「かかわる方々すべての幸せ」を受けて事業所のホーム理念「みんなの笑
顔が絶えない心から安心できるホーム」を常勤職員が中心となり作成し、さらに6
項目に理解しやすいよう具体的な行動指針として運用しています。業務日誌や申し
送り等から個人ごとの「入居者情報表」を作成して日々の支援内容を職員間で確認
しながら進めています。
＜工夫点＞
各種のアイデアを盛り込んだ入居者向けの「私をわかってシート」や職員間の相互
支援のための「サンキューカード」、「同僚のいいとこアンケート」や日頃気にな
る健康・医療の事を「往診時に聞きたいシート」に書いてわかり易く伝えあう日常
支援の環境作りをしています。法人の薬剤師による服薬指導研修や常勤職員の手作
りの教材を使って必要な知識の取得に沿った内部研修を実施しています。地元の音
楽ボランティアの「弾き語り」や往年の歌手による「リモートコンサート」の受け
入れなど室内での楽しみ方の工夫もしています。

■
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平成31年4月1日
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56 ～ 68

 1 ～ 14

ﾕﾆｯﾄ数

36 ～ 55

認知症対応型共同生活介護

当ホームは株式会社メディカルケアシステムが運営する「ちいさな手グループ」の
第14番目のホームとして港南区野庭町に2019年4月誕生しました。すずかけ通りバス
停より徒歩1分とアクセスもよく、ホームのすぐ向かいには「すずかけ公園」があり
春には桜を楽しむことができます。ホーム近辺には緑も多く四季折々の草木を見な
がら散歩をすることが出来ます。1階の中庭にはウッドデッキを設けており外気浴を
楽しむことが出来ます。ワカバノオカの理念は「みんなの笑顔の絶えない心から安
心できるほーむ」です。スタッフはみんな元気で明るい人ばかりです。利用者様が
いつも笑顔で安心して暮らしていただける空間を創造しサポートさせていただいて
おります。

Ⅴ アウトカム項目

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

自己評価項目

Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

令和5年5月8日令和5年1月10日

http://www.rakuraku.or.jp/kaigonavi/

定員　計

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

〇 2，利用者の2/3くらいの 〇 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

〇 3．たまにある 〇 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 〇 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 〇 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

〇 2，利用者の2/3くらいが 〇 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 〇 3．利用者の1/3くらいが

〇 4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 　　 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

〇 2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 〇 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

〇 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

 事業所名 グループホームちいさな手若葉の丘横浜こうなん

 ユニット名 1階

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）
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グループホームちいさな手若葉の丘横浜こうなん　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念
をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活
かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを
行い、そこでの意見をサービス向上に活かしてい
る。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えな
がら、協力関係を築くように取り組んでいる。

生かしていない 隔月で運営推進会議を民生委員、常勤
職員、ケアマネジャー、法人職員で書
面開催しています。地域の行事などの
情報は民生委員から得ています。対面
での運営推進会議の再開を待っていま
す。

地域住民代表・利用者・家族
等の参加を得て、面談での運
営推進会議の開催を実施し、
現状の課題について報告や相
談等の話し合いが行われるこ
とが期待されます。

取り組んでいない 運営推進会議の報告は港南区担当者に
送付しています。港南区からは定期的
に各種情報が封書やメールで届きま
す。保険の申請手続き、コロナ関連の
防護用品、クラスター発生等の対応情
報などの相談をしています。

港南区福祉関係機関、地域包
括支援センターや野庭町地区
の福祉関係団体との相互連携
を強める取り組みが期待され
ます。

コロナ禍のためできていない。 地域との交流はまだ難しい状況ですが
目の前の公園散策時の声掛けや挨拶を
しています。地域の音楽ボランティア
の来訪や、プロの歌手による「オンラ
インコンサート」の開催、地域の小学
校の「ベルマーク集め」は継続して参
加しています。

できていない

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

行動指針を共有するためにクレドカー
ドを作り従業員に持たせている。

法人の理念をもとに事業所に合った
ホーム理念を「クレドカード」として
作成し、実務に繋げる行動指針をつ
くっています。「同僚のいい所アン
ケート」「サンキューカード」や業務
日誌に課題と評価項目を挙げて職員の
自己評価と相互確認の機会をもって進
めています。

株式会社フィールズ



グループホームちいさな手若葉の丘横浜こうなん　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が、身体的拘束等の対象と
なる具体的な行為を正しく理解するとともに、身
体的拘束等の適正化のための指針の整備、定期的
な委員会の開催及び従業者への研修を実施し、緊
急やむを得ない場合を除き、身体的拘束等をしな
いケアに取り組んでいる。

7 6 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学
ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待
が見過ごされることがないよう注意を払い、防止
に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後
見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を
関係者と話し合い、それらを活用できるよう支援
している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家
族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理
解・納得を図っている。

10 7 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並び
に外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反
映させている。

外部評価のアンケートを受け、出来る
ことは取り組んでいる。昨年度は玄関
先に職員紹介の掲示物を作成。広報誌
に日ごろの様子の記入欄を作成。こま
めな状況報告を改善した。

半数以上の家族の来訪があり、希望に
より面会の出来る回数を月2回に増やし
て対応しています。職員の写真も入り
口に掲示し、馴染みやすい配慮をして
います。家族だよりは日々の生活の様
子がよくわかるよう写真とコメントを
多用した「若葉だより」を発行して伝
えています。

話合いできていない

契約の際には内容の読み合わせを行う
が、不明点を確認している。

定期的に研修を行っている 身体拘束等廃止委員会の開催や職員研
修は定期に実施しながら「チェックリ
スト」を活用し、振り返りの機会とし
ています。新入職員や介護経験の浅い
職員には「スピーチロックに対する研
修」を中心に理解を深めることを継続
しています。ナースコール、センサー
マットは家族了解のもとで設置してい
ます。

定期的に研修を行っている リビングから見えにくい配置の居室側
通路には見守りカメラを設置して、日
常の安全確認をしています。身体拘束
等防止の研修とは別に、事例を交えて
虐待をしないための職員の在り方につ
いて研修をしながら理解が深まるよう
努めています。

株式会社フィールズ



グループホームちいさな手若葉の丘横浜こうなん　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 8 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提
案を聞く機会を設け、反映させている。

12 9 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務
状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいな
ど、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている。

13 10 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際
と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の
確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会
をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪
問等の活動を通じて、サービスの質を向上させて
いく取組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための関係づくりに努
めている。

特にない

積極的にコミュニケーションをとるよ
うにしている。

就業規則の変更時には閲覧ができた。
定期的に昇給は多少だけどある。

職員の更衣室をユニットごとに完備
し、ゆっくり一人で休息できるよう配
慮しています。忌憚なく、思っている
事をあらわせる「サンキューカード」
を活用して素直な意見も拾い上げ、話
し合える工夫をしています。職員の確
保と定着に向けて法人としての整備検
討が進められています。

常勤はフロアのまとめ役をしたり、資
格を多くとれば昇給している。

年2回の法人研修会や常勤職員の手作り
教材による毎月の研修を実施していま
す。今年度末から法人として個人面談
をしながら評価するシステムを導入し
て本人のモチベーションアップを支援
していく事を開始する予定です。

ミーティングや日ごろの話で意見を反
映する機会はある。必要なラックを本
社に掛け合い、用意してもらったこと
がある。

「サンキューカード」、「同僚のいい
ところアンケート」などの手書きツー
ルを活用しています。日頃の一寸した
嬉しい事などを前向きに書き出してい
ます。職員事務室壁に貼り出して相互
に高め合い、より良い支援に繋がるよ
う努めています。

株式会社フィールズ



グループホームちいさな手若葉の丘横浜こうなん　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等
が「その時」まず必要としている支援を見極め、
他のサービス利用も含めた対応に努めている。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている。

20 11 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所
との関係が途切れないよう、支援に努めている。

話し合いを開いたりして支援に努めて
いる

携帯電話で会話を楽しむ利用者のサ
ポートも行っています。近隣から入居
の利用者も数名いますが、コロナ禍の
今は感染症に配慮して家族との交流や
外出を中心に行っています。カラオケ
を楽しんだり、入居前からの習慣であ
る新聞の購読、職員と郷里の思い出話
など、馴染みの話題に繋がるようサ
ポートをしています。

出来ることはしてもらうようにしてい
る

大切にしながら築いている

入居時には出勤職員が挨拶をしてい
る。

職員によってほかのサービスの特徴が
わかる職員、わからない職員がいるの
で出来ていないが思うこともある。

株式会社フィールズ



グループホームちいさな手若葉の丘横浜こうなん　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの
関係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家
族の経過をフォローし、相談や支援に努めてい
る。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 12 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている。

事前の情報以外のことも聞き出してい
る。特にADL関係は実際のケアに影響し
てくるため、重視している。

認知症のため、言葉で表現されること
が難しいがなるべく理解しようとして
いる。

ご家族様から電話が来た時には丁寧に
対応し、気にかけている。

努めて必要があれば検討している 「私をわかってシート」を使い定期的
に利用者のやりたい事や不安や悲しい
ことなどの思いを聞いています。意思
疎通が困難な場合には表情などで読み
取り、職員が質問する際には、ジェス
チャーや、分かりやすい言葉で伝える
ように心掛けています。

席替え等して支援に努めている
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

26 13 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状
に即した介護計画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに
対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な
支援やサービスの多機能化に取り組んでいる。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している。

30 14 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援してい
る。

往診医が基本になり、通院の判断も家
族の希望が一番になっている。

訪問医が月に1回来訪しています。ホー
ム職員の看護師が週に1～2回入居者の
健康管理を行っています。「集団往診
時に聞いて欲しい事、現場から気にな
ることシート」を事務所に掲示し、気
になることを随時書き込み、看護師職
員が対応しています。往診時に医師に
報告し、支援に繋げています。

そこまで考えられず出来ていない。

地域とのかかわりが少なく、そこまで
できていない。

基本的には計画を見てケアを行ってい
く。その後会議で見直す。

最低限の記録しか出来ていない。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や
気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝
えて相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるように、
病院関係者との情報交換や相談に努めている。又
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている。

33 15 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有
し、地域の関係者と共にチームで支援に取り組ん
でいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員
は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実
践力を身に付けている。

35 16 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利
用者が避難できる方法を全職員が身につけるとと
もに、地域との協力体制を築いている。

研修だけのため、実際にその場になっ
たら対応できるかわからない。

避難訓練は行っているが訓練のため、
実際は避難は難しいと感じている。毎
回、訓練だけで終わってしまってい
て、いざというときに生かせるかわか
らない。

年に2回夜間と地震を想定した避難訓練
を行っています。訓練後の振り返りも
行っています。1ヶ月分の水と食料を備
蓄しています。ホーム内に防火扉も設
置しています。消防署による心肺蘇生
訓練にも参加する予定です。

退院前には情報が来るので確認してい
る。それのおかげで福祉用具の用意な
どしやすい。

看取りの同意をもらうとその都度話し
合いをしている。ただ夜間の急変など
夜勤者は不安がある。

入居時に看取りの同意を得ています
が、その時の家族の気持ちを尊重し説
明しています。看取りのケアは看護師
職員を中心に、看取り経験が浅い職員
でも対応できるよう統一ケアを周知し
ています。コロナ禍により面会制限中
でも、最期の時は家族と過ごせる時間
を取っています。

健康管理的なところは看護職員に報告
し、指示を受けている。介護職員が
思ったことも伝え、判断をしている。
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実施状況 実施状況
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価
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外部評価

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 17 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシー
を損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのよう
に過ごしたいか、希望にそって支援している。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよう
に支援している。

40 18 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている。

イベントやレクレーションの際に特別
な食事を提供している。おせちなど。

食器洗いや下膳など役割を持ち参加し
ている利用者が多くいます。日頃刻み
食の利用者も、職員と作った「たこ焼
き」を1口で頬張るなど、利用者が喜ぶ
「食」を大事にしています。「美味し
いものが食べたい」との希望を月1回か
ら2回の食事レクリエーションで実現し
ています。利用者がヨーグルトデザー
トなどを作ることもあります。

眠たい時には無理に起こしておかずに
休んでもらうようにしている。

あまり興味がないようなのでそこまで
対応出来ていない。

常に目が離せないため、トイレやお風
呂等開けっ放しで対応してしまうこと
がある。

申し送り時など、利用者個人を限定さ
れる会話の時はイニシャルで呼ぶなど
工夫しています。法人指導により、会
話は基本は敬語としていますが、フラ
ンクな会話など、一人ひとりまた、そ
の場の雰囲気で利用者に不快を与えな
いような臨機応変な対応を心掛けてい
ます。

転倒リスクの高い利用者支援
が同時に発生した場合の、プ
ライバシー配慮を職員全員で
検討し共有される事が期待さ
れます。

認知症が重度のため、意思を確認でき
るところまで行っていない。
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価
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外部評価

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている。

43 19 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレ
での排泄や排泄の自立に向けた支援を行ってい
る。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫
や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り
組んでいる。

45 20 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援をして
いる。

水分摂取を促している。

体調に不安のある方は看護職員が出勤
の日に入浴を行っており、本人の希望
に合わせた入浴日になっていない。

個浴の他に、昇降式ドアにより移乗が
しやすく浴槽のふちをまたぐ動作が不
要なADL浴槽を設置しています。利用者
が安全、安心に入浴できるように入浴
支援をしています。1人で入浴希望の人
には見守り支援をしています。

出来る事は行っているが難しいところ
は介助で清潔保持に努めている。

定期的にトイレへ誘導し、失禁や清潔
保持を保っている。オムツの方は改善
出来ていない。

自立排泄に大切な立位を少しでも行え
るように心掛けています。毎日、下肢
の筋力アップの体操支援に努めていま
す。安全に手すりに掴まりながら運動
を行ったり、訪問マッサージの利用を
している人もいます。排泄の定時誘導
も行っています。

食事形態の変更などで食べやすいよう
にしている。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう
支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている。

49 21 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。また、普段は行
けないような場所でも、本人の希望を把握し、家
族や地域の人々と協力しながら出かけられるよう
に支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援している。

金銭の持ち込みはお断りしているた
め、出来ていない。

認知症の進行によりなかなか役割設定
などが難しい。

希望する方には近所の散歩は行ってい
る。それ以外は車イスであったり、普
段の歩行状態が不安定なため難しい。

事業所の目の前の公園へ散歩に行って
います。コロナ禍や外出が困難な人に
も下肢筋力低下を防ぐために、毎日朝
夕に室内体操をしています。外気に触
れられるよう、日光浴も心掛けていま
す。コロナ終息後の外出は家族と相談
し実施していく予定です。

消灯時間は21時に決まっているが夜更
かしな方は21時ギリギリまでテレビを
見られたりしてもらっている。

職員によって理解している人もいれば
わからない人もいる。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている。

52 22 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱を
まねくような刺激（音、光、色、広さ、温度な
ど）がないように配慮し、生活感や季節感を採り
入れて、居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工
夫をしている。

54 23 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をして
いる。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わか
ること」を活かして、安全かつできるだけ自立し
た生活が送れるように工夫している。

している人もいればしていない人もい
る

ベッド、広いクローゼット、エアコン
が完備しています。家族が描いた油絵
を飾る人や、居室でゆっくりテレビを
見る人もいます。ドアには表札を付け
自分の部屋が分かるよう工夫していま
す。利用者同士行き来し、会話を楽し
む人もいます。家族面会も居室で行っ
ています。

お盆拭きなど出来ることは行っても
らっている。

季節の飾り物を行っている。 リビングでは毎朝のラジオ体操や、1日
2回の嚥下体操、毎日行う下肢筋力体操
を行っています。廊下の見守りが難し
い場所には見守りカメラを設置し安全
に努めています。玄関には職員全員の
写真入り自己紹介を掲示し来訪者が分
かりやすいように工夫しています。利
用者も一緒に廊下のモップ掛け、手す
りの消毒、掃除機がけなどを行ってい
ます。

基本的に食席程度しかない。ご本人様
たちが同意していればどなたかの居室
で一緒に過ごしてもらうこともしてい
る。

電話の訴えがあった場合には介助して
いる。
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 〇 2，家族の2/3くらいと

〇 3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

〇 2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 〇 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 〇 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 〇 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

〇 2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 〇 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

〇 2，利用者の2/3くらいが 〇 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 〇 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 〇 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

 事業所名 グループホームちいさな手若葉の丘横浜こうなん

 ユニット名 2階

　Ⅴ　アウトカム項目
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グループホームちいさな手若葉の丘横浜こうなん　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念
をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活
かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを
行い、そこでの意見をサービス向上に活かしてい
る。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えな
がら、協力関係を築くように取り組んでいる。

出来ていない

わからず

地域の方々とは普段お目にかかりませ
んが公園などでお会いした時などは挨
拶・ねぎらいの言葉をお声かけしてい
ます。

出来ていない

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

理念の浸透を図っているが実践に至ら
ない
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グループホームちいさな手若葉の丘横浜こうなん　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が、身体的拘束等の対象と
なる具体的な行為を正しく理解するとともに、身
体的拘束等の適正化のための指針の整備、定期的
な委員会の開催及び従業者への研修を実施し、緊
急やむを得ない場合を除き、身体的拘束等をしな
いケアに取り組んでいる。

7 6 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学
ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待
が見過ごされることがないよう注意を払い、防止
に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後
見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を
関係者と話し合い、それらを活用できるよう支援
している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家
族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理
解・納得を図っている。

10 7 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並び
に外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反
映させている。

家族アンケートの実施。無記名の為、
率直な意見をいただいており、職員の
顔写真を玄関に掲示するなど反映して
いる

あまりできていない

わからず

定期的に勉強会、資料の回覧を行って
いる

研修の実施
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グループホームちいさな手若葉の丘横浜こうなん　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 8 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提
案を聞く機会を設け、反映させている。

12 9 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務
状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいな
ど、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている。

13 10 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際
と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の
確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会
をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪
問等の活動を通じて、サービスの質を向上させて
いく取組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための関係づくりに努
めている。

出来ていない

傾聴しながら信頼関係をきづいていく

出来ていない

人手があれば社員やベテランが時間を
かけ行える

定期的に会議を行いそこで反映してい
る
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グループホームちいさな手若葉の丘横浜こうなん　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等
が「その時」まず必要としている支援を見極め、
他のサービス利用も含めた対応に努めている。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている。

20 11 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所
との関係が途切れないよう、支援に努めている。

出来ていない

自立支援として出来ることは進んで
やっていただいている

コロナ渦で面会等制限されてしまって
いる

あまりできていない

訪問マッサージ、訪問診療の利用時に
見極めている
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グループホームちいさな手若葉の丘横浜こうなん　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの
関係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家
族の経過をフォローし、相談や支援に努めてい
る。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 12 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている。

見学時に聞き出して、入居前に職員間
で把握している。

特異なことで自信を持っていただく。

出来ていない

強制せず、ご本人様の意思を尊重す
る。

仲の良い悪いを見極めて対応している

株式会社フィールズ



グループホームちいさな手若葉の丘横浜こうなん　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

26 13 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状
に即した介護計画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに
対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な
支援やサービスの多機能化に取り組んでいる。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している。

30 14 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援してい
る。

訪問診療により実施している

出来ていない

出来ていない

ミーティング、カンファを通して実施
している。

ミーティングで情報共有している
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グループホームちいさな手若葉の丘横浜こうなん　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や
気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝
えて相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるように、
病院関係者との情報交換や相談に努めている。又
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている。

33 15 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有
し、地域の関係者と共にチームで支援に取り組ん
でいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員
は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実
践力を身に付けている。

35 16 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利
用者が避難できる方法を全職員が身につけるとと
もに、地域との協力体制を築いている。

定期的にできていない

地域との協力はできていないと思う。

入院時は可能な限り看護サマリーを記
載し送付している。退院前は病院関係
者と電話で情報共有している。

入居時に事前に説明をし、状態変化が
あればその都度説明、今後のリスクも
説明している。

看護職員との連携は適切に実施し、必
要時は連携クリニックの看護師と情報
共有している
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グループホームちいさな手若葉の丘横浜こうなん　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 17 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシー
を損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのよう
に過ごしたいか、希望にそって支援している。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよう
に支援している。

40 18 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている。

食事する前なるべく体を動かし、片づ
けに関してはいつも利用者様にお手伝
いをしていただいています。
ご自身の好みと嫌いな方は話を聞いて
改善策を図っています。

入浴など午前中と決まっていると職員
の都合になってしまう部分もある。

整容時本人の好みの服を着ていただく

トイレや更衣介助時ドアを開けたまま
にしない

強要していない
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グループホームちいさな手若葉の丘横浜こうなん　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている。

43 19 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレ
での排泄や排泄の自立に向けた支援を行ってい
る。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫
や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り
組んでいる。

45 20 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援をして
いる。

水分は多めにとってもらうようにして
いる。また、便困時に下剤の使用で便
秘にならないようにしている。

週2回と決まっているので応じられてい
ない

歯ブラシやスポンジブラシ等口腔状態
によって使い分けている

極力声掛けを中心とした介助支援を
し、ご自分でできることはご自分で
やってもらうことを心がけている。

夕食にご飯を食べない習慣の方には無
理してご飯を食べてもらおうとはせ
ず、副食で栄養補給をしてもらう。
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グループホームちいさな手若葉の丘横浜こうなん　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう
支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている。

49 21 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。また、普段は行
けないような場所でも、本人の希望を把握し、家
族や地域の人々と協力しながら出かけられるよう
に支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援している。

金銭の持ち込みはしていない

個別レクや好きなことを楽しんでいた
だいている。

コロナの影響もあり、昨今は施設周り
の散歩だったが少し落ち着いてきてい
るので普段はいけない場所へと管理者
と相談している。

2時間ごとの巡視。
室内の温度管理など安全・安息には心
掛けている。

職員によってそこまでの理解が出来て
いない
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グループホームちいさな手若葉の丘横浜こうなん　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている。

52 22 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱を
まねくような刺激（音、光、色、広さ、温度な
ど）がないように配慮し、生活感や季節感を採り
入れて、居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工
夫をしている。

54 23 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をして
いる。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わか
ること」を活かして、安全かつできるだけ自立し
た生活が送れるように工夫している。

配置を変えず混乱しないよう気を付け
ている

トイレの場所の表示。ご自分の使いや
すいトイレを使っていただく。

整理、せいとん、清潔に気を付け、自
分の席がわかりやすくしている。壁面
飾りを行っている。

個々の性格・愛称を考え席を決めてい
る。

携帯電話を持っている方にはかけたい
ときに手伝っている
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

〇 2，利用者の2/3くらいの 〇 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

〇 2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 〇 4．ほとんどない

58 〇 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 〇 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

〇 2，利用者の2/3くらいが 〇 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，利用者の2/3くらいが

〇 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 　　 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

〇 2，利用者の2/3くらいが 〇 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 〇 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

 事業所名 グループホームちいさな手若葉の丘横浜こうなん

 ユニット名 3階

　Ⅴ　アウトカム項目
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グループホームちいさな手若葉の丘横浜こうなん　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

###

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念
をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活
かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを
行い、そこでの意見をサービス向上に活かしてい
る。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えな
がら、協力関係を築くように取り組んでいる。

コロナ渦の為書面の身になっている

区役所からヒマワリの種の配布を受
け、区の花・ヒマワリを育てている。

学区の小学校へのベルマークの協力。
近隣子供食堂へお菓子の寄付。

区・社会福祉協議会・地域ケアプラザ
と協力して見守り協力事業者をになっ
ている

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

企業理念の唱和を申し送り時に実施し
ている。
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グループホームちいさな手若葉の丘横浜こうなん　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が、身体的拘束等の対象と
なる具体的な行為を正しく理解するとともに、身
体的拘束等の適正化のための指針の整備、定期的
な委員会の開催及び従業者への研修を実施し、緊
急やむを得ない場合を除き、身体的拘束等をしな
いケアに取り組んでいる。

7 6 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学
ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待
が見過ごされることがないよう注意を払い、防止
に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後
見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を
関係者と話し合い、それらを活用できるよう支援
している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家
族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理
解・納得を図っている。

10 7 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並び
に外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反
映させている。

家族アンケートの内容を反映してい
る。そのほかに苦情や要望があった際
には職員間で共有し、改善に努めてい
る。

現状できていない。個々の職員の資格
取得の際の学習に頼っている。

入居条件や退去条件等詳しく説明して
いる。わからないことは都度細かく説
明。

身体拘束は行っていない。定期的に身
体拘束に関する研修を実施し、すべて
の職員が行わないよう努めている。

虐待に関する研修の実施、見直しをし
ている。
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グループホームちいさな手若葉の丘横浜こうなん　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 8 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提
案を聞く機会を設け、反映させている。

12 9 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務
状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいな
ど、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている。

13 10 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際
と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の
確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会
をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪
問等の活動を通じて、サービスの質を向上させて
いく取組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための関係づくりに努
めている。

法人内では系列施設の取り組み内容が
把握し、切磋琢磨し質の向上に努めて
いるが法人外とはあまり交流が出来て
いない。

本人面談の際には本人が現在困ってい
ることも聞き取りし、解消できるよう
に努めている。

パートから社員への昇格など本人の勤
務態度などを含め、判断して、キャリ
アアップが出来るような仕組みを設け
ている。

初任者研修、実務者研修を会社で設
け、それ以外にもマネジメント研修を
パート・社員かかわらず定期的に実
施。モチベーションのアップに向上し
ている。

業務改善や区との交流など可能なこと
は取り入れている。
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グループホームちいさな手若葉の丘横浜こうなん　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等
が「その時」まず必要としている支援を見極め、
他のサービス利用も含めた対応に努めている。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている。

20 11 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所
との関係が途切れないよう、支援に努めている。

昔からの友人の方などとの連絡を取り
持つ。

コミュニケーションを図り、一緒にい
ることでの安心感を感じてもらえるよ
うにしている。

ご家族様がいると落ち着かれる場合に
は電話や場合によっては来ていただ
き、不穏の改善に協力してもらってい
る。

見学自等ご家族様の苦労に共感しなが
ら施設入居で介護疲れ経験の為の説明
をしている。

同じ入居型サービスを検討していても
特別養護老人ホームの特徴などわから
ないご家族様には丁寧に説明してい
る。併せてグループホームの特徴もわ
からない方には説明し、入居後のトラ
ブル解消にも努めている。
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グループホームちいさな手若葉の丘横浜こうなん　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの
関係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家
族の経過をフォローし、相談や支援に努めてい
る。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 12 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている。

聞き取りができる方には雑談を兼ねて
聞くようにしている。認知症ケアに生
活歴やストレングスが大事と学び、活
かすようにしている。

一人一人のその日の状態を把握し務め
ている

ご逝去の方は退去後もご家族様と連絡
を取っている

利用者の話をよく聞き以降に沿うよう
努めている

スタッフが会話の懸け橋になるよう心
掛けている
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グループホームちいさな手若葉の丘横浜こうなん　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

26 13 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状
に即した介護計画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに
対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な
支援やサービスの多機能化に取り組んでいる。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している。

30 14 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援してい
る。

ご家族様も常に来られているわけでは
なく、状態がわからないため、提携医
の判断が基本になっている。

介護保険の基準もあり、なかなか柔軟
に対応はできていない

徒歩圏内の地域資源は職員も近所の人
が多いので把握しているがコロナ渦も
あり、実際に活用は出来ていない。

ミーティングで現状を把握し、必要が
あればその都度介護計画を変更してい
る。

経験年数などによる違いで職員によっ
ては書かなければいけない内容だけ記
入する職員や気づいたことを細かく記
入する職員等バラバラである。そのた
め、介護計画にも活かせいない。

株式会社フィールズ



グループホームちいさな手若葉の丘横浜こうなん　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や
気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝
えて相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるように、
病院関係者との情報交換や相談に努めている。又
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている。

33 15 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有
し、地域の関係者と共にチームで支援に取り組ん
でいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員
は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実
践力を身に付けている。

35 16 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利
用者が避難できる方法を全職員が身につけるとと
もに、地域との協力体制を築いている。

座学を年に1回程度のため、いざという
ときには個人の経験に委ねている。

夜間は人手不足もあり、難しいと感じ
ている。地域とも協力できていない

かかりつけ医に診療情報提供書を入院
先に依頼したり、退院時には入院中の
状態に関して事前に情報収集し、ス
ムーズに入退院が出来るようにしてい
る。

入居時に看取りの指針の説明を行う。

日常の気になるところなど看護職員と
話し合うよう心掛けている

株式会社フィールズ
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 17 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシー
を損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのよう
に過ごしたいか、希望にそって支援している。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよう
に支援している。

40 18 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている。

基本的に職員が行っている。

何かあれば職員側ではなく本人に質問
し、その意見を尊重し、行動を移すよ
うにする。

なるべく衣類の選択はご自分でしても
らうようにしている。

常に意識しているが、イライラしてし
まうときには難しく感じる時もある。

何かをするとき利用者様にお伺いし希
望に沿うよう心掛けている

株式会社フィールズ
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実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
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価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている。

43 19 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレ
での排泄や排泄の自立に向けた支援を行ってい
る。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫
や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り
組んでいる。

45 20 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援をして
いる。

下剤が中心となっている。水分摂取は
促している。

拒否の方には翌日に振り替えるなど無
理のないようにしている。

日々の状態に応じたケアを心掛けてい
る

その日の状態を確認し利用者様に声掛
け行い支援を行っている

なぜ食べられなかったのかなどお話を
聞いて食べやすい工夫などの支援をし
ている

株式会社フィールズ
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実施状況 実施状況
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自
己
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価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう
支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている。

49 21 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。また、普段は行
けないような場所でも、本人の希望を把握し、家
族や地域の人々と協力しながら出かけられるよう
に支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援している。

金銭の持ち込みは断っているため、出
来ていない。

なるべく好きなことをしてもらうよう
にしているがもともとの趣味の継続な
どは難しい。

散歩の希望がある際には月に1～2回だ
が行っている。

寝られなかったり早く起きられてしま
われた方にお茶を提供したりお話をし
たりしている

変更の際には理由も情報共有するが薬
の副作用は理解していない。

株式会社フィールズ
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実施状況 実施状況
次のステップに向けて
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価
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評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている。

52 22 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱を
まねくような刺激（音、光、色、広さ、温度な
ど）がないように配慮し、生活感や季節感を採り
入れて、居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工
夫をしている。

54 23 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をして
いる。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わか
ること」を活かして、安全かつできるだけ自立し
た生活が送れるように工夫している。

物品は家族が持ち込みでなじみのもの
を持ってこられている。レイアウトも
基本的にはご家族様が行っている。

バリアフリーの作りになっていて、危
険が少ない。

壁の色が統一されていて、混乱がない
かと思う。

食席は仲の良い方同士で座っていただ
くようにしている。

ご家族様から許可頂いている方は電話
の支援をし、希望の時にはしている。
ご家族様が電話頻繁のため、連絡を許
可されていない方は行えていない。
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優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標
目標達成に向けた

具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 36

転倒リスクの高い方の介護が同時に必
要になった際にプライバシー保護が徹
底できていない。

安全とプライバシー保護のバランスを
図り、適切な対応が出来る。

再度プライバシー保護に関して振り返
る。ケアカンファレンスでその点も意
識したケア方法を検討。 2ヶ月

2 3

地域密着型サービスとしての地域交
流・地域貢献が出来ていない。

コロナ後の日常として感染対策をしつ
つ、交流方法を検討する。

職員経由による学校の職業体験受け入
れ等実施の検討

10ヶ月

3 ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月
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